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	　　　　　　　　　　　生食用食肉の規制緩和は考えられない
生食用食肉は、と畜場で衛生的に管理され生食用として出荷されない場合しか考えられないとして指導してきました。現実には、と畜場から生食用食肉の出荷はほとんど無く、多くの自治体のホームページには「生食用食肉は流通していません」と周知しています。しかし、飲食店において、食中毒発生の危険性が高い生食肉を提供していても罰則がないため事故が発生しない限り処分等はできませんでした。今回の富山県を中心に発生したユッケによる腸管出血性大腸菌食中毒では、と畜場において生食用として出荷されなくても飲食店においてトリミングすれば、生食用になるという報道に変わってきています。今までの指導内容とは異なっており、横浜市で発行された読売新聞の記事を抜き出したのでお知らせします。
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生食肉によって4人も死亡するという痛ましい食中毒が発生しました。生食用食肉の規制強化は考えられても、緩和は考えられません。テレビから生肉を生食用にトリミングする映像が流れましたが、そのままの手で裏返すので、あれでは汚染を取り除いた面が、再び汚染されると見えました。（笈川）
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月日�
見出し　内容　　�
�
4.30�
富山で食中毒男児死亡　　焼肉チェーン店で生肉を食べている。男児からは腸管出血性大腸菌Ｏ111が検出された。�
�
5.1�
別の店でも男児死亡か　　厚労省の基準で生食用にできない肉をユッケとして客に提供。�
�
5.2�
加熱用を殺菌、販売　　東京都の食肉販売業者がユッケ用と認識しながら、加熱用の肉を殺菌消毒して販売。厚労省の基準に沿った生食用の肉は扱っていなかった。�
�
5.4�
「生食用牛肉」の出荷ゼロ　　厚生労働省の基準に定められた生食用牛肉が、少なくとも2008～2009年度にかけて国内で一切出荷されていないことが分かった。基準を守らなくても罰則はないため、飲食店側が加熱用と知りながら、ユッケや刺し身などとして提供しているのが実情。�
�
5.5�
食中毒重体の女性死亡　　焼肉店が、ユッケに調理する際、大腸菌などを取り除くために、肉の表面をそぎ落とす「トリミング」作業を省いていたことが4日、厚生労働省などへの取材でわかった。�
�
5.6（夕）�
生肉食中毒、強制捜査へ　死者4人に　　厚生労働省は5日、生食用の肉について食品衛生法に基づく基準を新たに設け、違反した場合は罰則を課すことを発表した。　�
�
5.7（夕）�
加熱用と同じ包丁　　肉を納入した業者が生食用として提供されるのを知りながら加熱用の肉と同じ作業場で加工し、まな板や包丁を使い回していやことが、保健所などへの取材でわかった。�
�
5.8�
和牛ユッケに交雑種　　食肉加工卸業者がチェーンの店舗にユッケ用和牛として卸していた肉の中に、和牛に該当しない交雑種の肉が含まれていたことが分かった。�
�
5.9（夕）�
ユッケに廃用牛の肉　　客が食べた生肉のユッケに業界で生食向けでないとされる出産を繰り返した「廃用牛」が含まれていたことがわかった。廃用牛はハンバーグなど加工食品の原材料として使われていることが多いという。�
�
5.10�
肉の納入、契約書なし　「トリミング」異なる認識　　焼肉店は「トリミングは食肉卸業者がやっていると思った」と主張。食肉卸業者は板橋区の調査で「加熱用肉として扱っていたので、生食用のトリミングはしていない」と説明。�
�
5.10（夕）�
死亡4人の菌型一致　　死亡した4人から検出された腸管出血性大腸菌Ｏ111の遺伝子型が一致したことが、捜査関係者への取材でわかった。4月11日～16日に加工された可能性が高いとみて捜査している。�
�
5.11�
卸業者を再捜索　　福井県の店舗に先月16日、富山県の店舗に19日に納品された可能性が高いことが捜査関係者への取材でわかった。�
�









